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大きな揺れと巨大津波 
震災を思い出すきっかけに

　2011年（平成 23年） 3 月 11日 14時 46分 18

概論

3.11を忘れない
～写真とともに振り返る５年～

秒―。東北地方太平洋沖地震の発生時刻であ
る。関東地方以北の方なら、いまだ鮮明にその瞬
間を記憶していることだろう。東京でも、小さな
揺れから大きな揺れが長く続いた。都心の高層ビ

ル群が肉眼でわかるほどグラグラと揺れ、交通機
関はすべてストップ。街は帰宅困難者であふれた。
　この地震の最大震度は、宮城県北部で観測され

た震度 7 とされている。これは 1995年（平成 7
年） 1 月の阪神・淡路大震災で記録された最大震
度と同じであるが、揺れの種類は大きく異なる。

① ②

①～⑬はすべて 2011 年 5 月撮影。①津波到達時刻で止まる時計（岩手県大船渡市）、②ひしゃげた線路（JR 気仙沼線「清
水浜」駅近く）、③傾いた灯台（宮城県七ヶ浜町。沖に松島を望む）、④押し流され、ひっくり返った家（仙台空港近く）、⑤
住宅地に船（福島県相馬市）、⑥病院前の壊れた救急車両（岩手県南三陸市。公立志津川病院）

⑤

③

④

⑥

⑦瓦礫に突き刺さった車（宮城県石巻市）、⑧瓦礫のなかからアルバムを拾う自衛隊員（宮城県女川町）、⑨瓦礫を撤去する
警察官（岩手県宮古市）、⑩流された巨大缶詰の広告（石巻湾沿いの国道 240 号）、⑪自衛隊が校庭に設置したお風呂（宮
城県山元町）、⑫自宅跡で私物を探す人（岩手県大槌町）、⑬避難所の様子（宮城県石巻市）

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬
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阪神・淡路のそれは突き上げるような縦揺れだっ
たのに対し、東北地方のは振れ幅の大きい、うね
るような横揺れだった。そして、最大の違いは、
その後に予測を遥かに超える巨大津波が押し寄せ
たことである。
　津波の遡上高（陸地の斜面を波が駆け上がった
高さ）は、最も高いもので宮城県女川町沖の無人
島（笠貝島）の 43.3 mとの記録がある（東京大
学地震研究所調べ）。それまでの最高値は、1896
年の明治三陸津波で、岩手県大船渡市における
38.2 mだから、それを上回る観測史上最大の津
波ということになる。
　 8 ～ 9 頁の写真は、その津波による沿岸部の被
害の生々しい爪跡だ（2011年 5 月に本誌編集部

が撮影）。いまさらながら、津波の破壊力のすさ
まじさには言葉を失う。被害に遭われた方には、
改めて、心よりのお悔やみとお見舞いの意を表し
たい。
　今年は 5 年という節目の年となる。 3 月が近づ
けば、テレビや新聞も一時的には取り上げるだろ
うが、いまや震災関連のニュースはめっきり減っ
てしまっている。それとともに、直後に全国で共
有した危機意識も、少しずつ薄れてしまっている
ことを実感する。「絆」という言葉にしても、当
時あまりにも多用されすぎたことで、いまとなっ
ては、ともすれば陳腐なものととらえられてしま
いかねない。時間の流れは、癒しともなる反面、
そうした残酷さをはらんでいる。

　しかしながら、あの日を思い出し忘れないこと
は、犠牲者への追悼のみならず、いま・これから
を生きる者たちの防災意識に対する警鐘ともなる。
また、いまなお復興過程にある被災地への支援の
継続にもつながるだろう。
　本誌では、過去 4 度にわたり（別冊『大震災の
体験』は除く）東日本大震災の特集を組み、震災
による被害やその後の復興の様子をお伝えしてき
た。今回、 5 度目の同特集を組むことで、被災地
以外の老健施設関係者がいま再びあの震災を思い
出し、被災地に思いを馳せるきっかけとなれば幸

いである。そして、いま一度、気を引き締めて自
身の、自施設の災害対策を見直していただければ
と思う。
　一昨年の盛岡市での全国大会で、長澤茂大会会
長も語っておられた。「被災地のことを、忘れな
いでほしい」と。被災地でいまなお復興に尽力さ
れる方々に伝えたい。「我々は絶対に忘れない」。

あの震災を教訓に 
我々は何をすべきか

　今回、取材をしたのは、前回同様、福島・宮

気仙沼港魚市場近くの高台からの風景。
上 下 と も 左 が 2011 年 5 月、 右 が
2016 年 1 月撮影。ほぼ同じ場所から
撮影しているが、震災直後の面影から
一変しているのがわかる。上右の 6 階
建ての建物は住宅か？　下右奥に写る
高い建物は「気仙沼ホテル観洋」。この
港を見下ろす高台にあるこのホテルは、
津波の被害を免れた

2011年 2016年

2011年 2016年

JR 東日本気仙沼線「歌津」駅の風景。すべ
て左が 2011 年 5 月、右が 2016 年 1 月
にほぼ同じ場所から撮影。
上：下から駅を見上げる。ホームは高い築
堤上にあったが、津波はそこまで到達した。
ホームの下にあった駅舎は流失し、代わり
に代替交通の BRT のバス停留所が設置され
ていた。
中：ホームより海側を望む。右はちょうど
バスが到着したところ
下：現在も以前のホームはそのまま残る。
荒涼としたその様子が物悲しい

2011年 2016年

2011年 2016年

2011年 2016年
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城・岩手の 3 県である。被災地には人の数だけ物
語があり、当然ながら、今回の取材対象者が県を
代表しているわけでもなければ、ましてや被災者
を代表しているわけでもない。
　また、ここに付記すべきは、被害規模があまり
に突出したことで、福島・宮城・岩手県ばかりが
注目されてしまうが、茨城・千葉県沿岸部におけ
る震災被害も相当であったということも忘れては
ならない。
　ちなみに、前述の津波の遡上高の調査では、茨
城県神栖市で約 9.1 m、千葉県旭市で約 8.7 mを
記録しており、その記録だけみれば、仙台市の
5.6 mよりも高いことになる。
　今後、本誌においても、機会があれば、茨城・
千葉県沿岸部の当時の状況やその後の対策等を何
らかの形でお伝えしたいと思っている。
　さて、対策という観点では、ご存じのように、
全老健では、東日本大震災の教訓から、専門家に

よる実行性の高い被災地支援の仕組み「JCAT
（Japan Care Assistance Team＝全老健災害派
遣ケアチーム）」を組織している。
　JCATの具体的な活動内容は、被災地の要介
護高齢者の受入先の確保、応援スタッフの派遣、
被災地施設への支援物資等の供給である。近年、
全国でこれまでになかった自然災害が多発してい
ることから、もはや、災害はいつ・どこで起きる
のかわからない。
　今後、ますます高齢者が増え続けるなかで、高
齢者支援のプロフェッショナルによる迅速かつ的
確な対応は、まさに我々老健施設関係者の責務で
あるともいえるだろう。
　また、それらの構えを磐石なものとしていくた
めにも、重要なのは人材の確保である。現在、全
老健でも推奨している「介護助手」なる立場の人
材確保も有益であるが、やはり、若い世代の優秀
な人材を育てていくことも、並行して取り組んで

いかねばならぬことである。
　 5 年も経てば被災地の施設ですら、震災を実際
に体験していないスタッフが増えてくる。対人援
助の仕事には、自分自身のもののみならず、どれ
だけ多くの物語がイメージできるかが求められる。

　この記事で紹介した写真は、被災地のほんの一
部の 5 年間の時間経過を切り取ったにすぎない。
それでも、ここから何らかの物語を読み取り、想
像力を働かせ自身の震災体験、防災意識への肉付
けとしていただければと願う。

南三陸防災対策庁舎。1960 年のチリ地震の浸水約 2.4 ｍ
を踏まえ、1995 年に建設。鉄骨 3 階建て、屋上は地上約
12 メートルあり、津波の際の避難場所ともなっていた。最
期まで防災無線で避難を呼びかけ続け犠牲になった女性職員
の行動は、「多くの命を救った命懸けのアナウンス」と評価
され、ニュースでも何度も取り上げられた。上は 2011 年
5 月、下は 2016 年 1 月に撮影。保存か撤去かの議論が二
転三転するも、現時点では、2031 年まで県の管理が決まっ
ている

2011年 2011年

2016年

陸前高田の様子。上：同じ場所より
左 は 2011 年 5 月、 右 は 2016
年 1 月に撮影。瓦礫はなくなって
いるが、こうして比較すると、あま
り変わっていないようにも見える。
中：左は震災後 3 年目の 2014 年
7 月撮影。盛り土をするための土砂
を搬送するベルトコンベアが街中を
貫いていた。右は 2016 年 1 月撮
影。土砂搬送が終了し、あちこちで
分断されたベルトコンベア。下左：
上は 2014 年 7 月撮影。市庁舎前
にあったプレハブの仮設の JR 大船
渡線陸前高田駅。下は隣接地に新設
された BRT 用の仮設 JR 陸前高田
駅。
下右：復興のシンボル、奇跡の一本
松。真下まで歩いて行けるよう遊歩
道が整備されている

2011年 2016年

2014年 2016年

2014年 2016年

2016年
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